
災害時の船舶活用の流れと
今年度の取組

資料２



◆ニーズにあう船の手配調整
◇ニーズの確認
◇候補船舶の迅速な選定※１
◇事業者等への連絡

海事局

◆ニーズの発信

（誰が／いつ／どこ
からどこまで／何の
ために／いつまで）

・自治体※３
・自衛隊
・消防
・警察
・ＤＭＡＴ 等

◆災害対応に振り
向ける船の確保
※２

◆旅客や荷主に対
しての説明※２

個別の協定等に
基づく直接要請

船社／船主

活用実施責任主体

協力要請

政府の
緊対本部

災害時の船舶活用の流れと今年度の取組

内航総連
等の業界
団体

具体的運送契約に係る連絡調整

災害時の船舶活用の流れと今年度の取組

※１ 活用可能な船舶を迅速に選定するプログラムの構築
※２ 平時の事業からの離脱を円滑化する方策の検討
※３ 船舶の活用に関する実務手順の円滑化に向けた検討

２６年度検討会の検討対象

※上記は災害時の船舶活用の一般的な流れを示したもの。

協力要請
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